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「こころ　ゆたかな　きくなの子」の育成
○ 意欲的に問題解決する子を育てます。　（知）
○ 自分や相手を大切にする子を育てます。 (徳）
○ 心と体の健康な子を育てます。　　　　（体）
○ まちを愛する子を育てます。　　　　　（公）
○ 違いを認め合える子を育てます。　　　（開）

学校
概要

創立 73 周年 学校長 松瀨　歩 副校長

年度版 中期学校経営方針 （ 令和 5 年度修正横浜市立 菊名小学校 令和 4 - 6

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

○○中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

<ともにかかわり合いながら学びに向かう力>
<思考・判断・表現につながる言語能力>
<互いを認め合い、問題解決する力>

大綱中学校・大綱小
学校・大豆戸小学校・
太尾小学校
上の宮中学校・馬場
小学校・獅子ヶ谷小
学校

・主体的に学習に取り組む子
・友達や地域とのかかわりを大切にする子
・自分のよさを活かしながら夢や目標に向かってチャレンジする子

【5月】授業研究会（上の宮中学校、大綱中学校参観）、連携協力検討会
【8月】小中ブロック合同研修会（課題研究会）、連携協力検討会
【9月】授業研究会（大綱小、菊名小）
【10月】小中交流日（授業見学、学校説明、部活動照会）
【2月】情報交換会
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児童生徒数： 929 人 主な関係校： 大綱中学校、上ノ宮中学校、大綱小学校、大豆戸小学校、太尾小学校、獅子ヶ谷小学校、馬場小学校

我妻まゆみ 2 学期制 一般学級： 28 個別支援学級：

担当 研究推進部

徳 豊かな心
①ペア学年でふれあい活動を工夫しながら、学級集団だけではない異学年のつながりを築くようにする。
②読み聞かせ、図書ボランティアの方々とふれ合う活動を通して、朝の時間を有効活用していく。また、年間を通
してあいさつ運動に取り組み、幼保小や中学校との連携を図る。

中
期
取
組
目
標

○「こころ　ゆたかな　きくなの子」の育成を目指して、かかわり合い　心をつなぐ学校にします。
・ 教職員の学びあいを大切にし、個々の能力とチーム力の発揮ができる新たな組織の確立を目指します。（２年目）
・ 心身共に健康な生活習慣の確立と問題解決する力の育成に向けた取り組みを推進します。（2年目）
・ 豊かな人間性の育成のため、互いを認め合う集団づくりを進めます。（2年目）
〇地域とのつながりを意識し、様々な体験を通して、自分の住んでいるまちを愛する心を育てます。
・３年間を通して、一人一人が自己有用感をもち、通わせたい通いたいと思える学校生活が送れるようにします。

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力
①全学年・学級で「菊名のきまり」を徹底しながら、基礎・基本の定着を目指していく。
②研究テーマ「自分を見つめ　主体的に自分を表現していく子をめざして」をもとに、生活科・総合的な学習の時
間を中心にかかわり合いを通して、問題解決する力を育てる。

公
開

地域連携
①地域・保護者・外部諸機関等と連携したさまざまな活動を通して、児童が安心して豊かに生活できる学校づくり
を推進する。②「まごころの会」（読み聞かせ）や「学援隊」等をはじめとした地域の教育力を生かした活動の充実
を図り、学校やまちを愛する心を育てる。

担当 教務部

担当 ふれあい委員会

体 健やかな体
①体力向上への考え方の趣旨を重視し、保健学習等を通して自己の体調・健康管理能力を育てていく。
②一校一実践運動「一つでも運動をしよう」を取り上げ、体力アッププロジェクト（投力・リズムダンス活動・短縄練
習を通して体力の向上に励む。

担当 体育部

人材育成・
組織運営(働き方)

①メンターチームを組織し、複数回の研修・授業の活動を継続して行う。また、GIGAスクール構想のもと情報機器
を活用し、情報の共有化を図るとともに、事務処理の効率化、働き方改革を図る。②定期的に、教務会を行い、ミ
ドルリーダー、学校リーダーが全体を見通して学校運営していく場を設定する。

担当 教務部

いじめへの対応
①地域・保護者・外部諸機関等と連携したさまざまな活動を通して、児童が安心して豊かに生活できる学校づくり
を推進する。②「まごころの会」（読み聞かせ）や「学援隊」等をはじめとした地域の教育力を生かした活動の充実
を図り、学校やまちを愛する心を育てる。

担当 いじめ防止対策委員会

人権・特別支援教育
①誰もが安心して豊かに生活できるよう、コーディネーターを中心に配慮が必要な児童の情報を共有し、特別支
援教育や人権に関する研修を行う。②関係諸機関と連携し、定期的に児童の状況を見ていくと共に職員研修を
行う。個別の教育支援計画、アセスメントシートを活用し学校として統一した支援や方針を見出す。

担当 人権部・特別支援教育部

児童指導
①全学年・学級で「菊名小スタンダード」を全教職員が同じ方向で互いを認め合う指導にあたる。②職員会議の最
後に児童理解の内容を定例化し、児童の状況を共通理解する。また、専任を中心に児童指導上の諸問題につい
て情報を集約し、スクールカウンセラー等の積極的な学校への関わりを進める。

担当 児童指導部

担当

教育環境整備
①GIGAスクール構想のもと、職員室のパソコンやタブレット端末を利用して紙ベースではなくＰＣ上で情報の共有
を図る。②校内の掲示板を各学年ごとに場所を作り、児童の委員会を活用して環境整備を進める。また、建て替
えを念頭に仮設校舎を含め、校内の環境整備の工夫に重点を置いていく。

担当 環境部


